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唐船により中国に送還された日本漂着ベトナム人
松　浦　　　章
Stranded Vietnamese in Japan and Their Return to China by Junk
MATSUURA Akira
 In 1815, the 20th year of the Qing Dynasty’s Jiaqing era and the 12th year of the 
Bunka era in Japan, a group of Vietnamese castaways landed on Yakushima Kagoshima 
Prefecture, Japan. Not understanding Japanese, they were sent to Nagasaki, where a 
crewmember on a Chinese trading ship, who understood Vietnamese, was able to 
translate. With this, it was clear that the fi ve men were Vietnamese soldiers. After this 
discovery, the intention was to repatriate the fi ve men by sending them to Zhapu, China, 
on a Chinese trading vessel. This report explores the conditions surrounding this 
decision.
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1 　緒　言
　清の嘉慶20年（1815）、日本の文化十二年八月に、日本の鹿児島県の南にある屋久島に越南・ベトナム
からの漂流民が漂着した。彼等は言葉が通じなかったが徳川幕府の規則で外国人は長崎に送ることにな
っていたため、長崎に送られた。しかし長崎奉行所の取調では、難民との間に言語が通じないため、彼
等がどこの国の人間かは判明せず、長崎貿易に来航していた中国船に搭乗していたベトナム語のわかる
船員の通訳によって、その漂流民は安南人の兵士 5名であることが判明したのである。
　日本が長崎を通じて中国との関係を維持していたことから判明したのである。
　その後、この 5人は中国の貿易船で、一端中国の乍浦に送られ、さらに乍浦から廣東省の廣州に送ら
れ、そして陸路によって廣西を経てベトナムに送還されたのであった。
　そこで、本論文ではこの間の経緯について述べたい。
2 　日本に漂着した安南人
　日本の文化十二年（清・嘉慶二十、1815）八月に長崎へ、九州南部の屋久島に漂着した外国からの漂
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流民が送られて来た。その事実は、『長崎志続編』巻九、異国漂流日本人送來之部に「薩州ヨリ安南國之
者送來事」に見られ、次のように記されている。
文化十二年乙亥八月十三日、松平豊後守領分隅州屋久島エ異國人五人漂着ノ趣、同所ヨリ注進有之、
日本船ニテ右漂流人ヲ護送シ、十一月十八日當地エ送リ届ラル、依之即刻被遂吟味ノ處、言語不通、
故ニ唐人共エモ打混ジ通辯雖被仰付、是亦言語分明ナラズ、然ルニ壹人文字ヲ書覚エシ者有之、名
ト歳ト書載イタシ差出スニ付、唐館エ被差遣、右名歳左ニ記ス。
隊長　　拜　四十四歳　　五長　　寶　四十六歳　　　
隊長　　敬　四十三歳　　五長　　平　三十三歳
五長　　良　四十四歳
右之者共、唐館綱小屋ニ被差置、夜具並ニ諸道具等相擧エ撫育ヲ加ラル。翌日猶又検使被差出、異
國通事等雖致通辯、何分言語不通ユヘ、在館唐人ノ内、蔡睷使ト云者、先年安南國エ渡海セシ由ヲ
以テ對話致サセラル。漸ク言舌通ゼリ。其後追々蔡睷使エ通辯被命處、安南國會安府ノ農民ニテ、
此度王城ノ經營ニテ、喜定府ト云フ所ヨリ材木ヲ取寄スルノ爲ニ、大船ニ上官ノ者上下四十三人乗
組、右ノ者共ハ夫役ニ當リ、小船ニ七人乗組、山南下鎭ト云所ノ港ヨリ、同年三月十七日一同出船
セシガ、同夜難風ニ逢ヒ、大船ニ乗離レ、數日洋中ニ漂ヒ、食物盡シユヘ魚ヲ釣リ食用トス。
右乗組ノ内貳人ハ魚ヲ釣ントテ溺死ス。夫ヨリ残リ五人ニナリ、八月十三日マデ洋中ニ漂ヒシニ、
同日何地トモ、不知、岩波ニウタレ破船ストイヘドモ漸ク助命イタス。平日観音関帝ヲ信仰シ、曽
テ邪蘇ノ宗徒ニ無之段、翌子年二月申出ル。因テ江府御下知ノ上、歸帆ノ唐船ヨリ本國エ可連歸旨
被仰付、安南國ノ儀ハ唐國十八省ノ外ニ付、漂民連レ歸ル儀ハ先ヅ官所エ訴ヘ、府下ノ命令ヲ承テ
國エ送リ度由、在館船主因願延引ス、其ノ後唐人ヨリ安南國通達ノ事整イ、翌々丑年歸國ヲ命ゼラ
レ、粮米十俵皿紗染二十五端被給、同年四月二十八日子八番、同十番唐船ヨリ歸唐ス1）。
とある。屋久島から長崎に送られて来た外国人は五名で文化十二年十一月十八日（1815年12月18日）に
長崎に到着した。早速長崎において取調が行われるが五名とは言葉が通じなかった。そこで長崎に貿易
のために来航してきている中国人を呼び寄せ質問させたところ、難民の一人が漢字を記すことが出来た
ので、唐人屋敷すなわち唐館において保護することになった。難民の一人が記した漢字が、職位と名と
年齢であった。それが、次のものであった。
隊長　拜　四十四歳、
五長　寶　四十六歳、
隊長　敬　四十三歳、
五長　平　三十三歳、
五長　良　四十四歳
　これら五名は唐人屋敷の綱小屋に安置され、夜具等を与えられて撫育されることになった。翌日から
取調が行われたが、彼等とは言葉が通じなかった。しかし唐人屋敷の中に滞在中の中国人の中に、かつ
 1） 『續長崎実録大成』345～346頁。
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て安南国へ渡航したものがいた。その名は蔡睷使と言う人物で、彼を通じて対話したところ、五名の者
は安南国の會安府の農民であり、彼等は王城の建築のために嘉定府から木材を輸送するために大型船に
乗員43名、小型船に 7名が搭乗して山南下鎭から三月十七日に出港したのであった。 5名の者は小型船
に搭乗していた。しかし十七日夜に難風に遭遇して、大型船とは離ればなれになり数日漂流したのであ
った。携帯の食料も無くなり、魚を釣って食料としていたが、魚釣り中に 2名のものが溺死し、残った
5名で漂流を続け、八月十三日に不明の地に漂着したのであった。その地が屋久島であった。
　長崎奉行は処置の指示を幕府に願い出たところ、唐船で中国へ送り、その後、清官府に彼等の本国へ
の送還を依頼するようにとの指示であった。唐船主等はこのことを本国に相談したようで、時間が経過
したが、文化十四年（嘉慶二十二、1817）四月二十八日に長崎から帰帆した唐船子八番船と子十番船に、
5名の者が分散し搭乗して中国に送られることになったのである。
　 5名の安南人が乗船した子八番、子十番船であるが、長崎奉行の信牌記録である『割符留帳』によれ
ば、子八番船は文化十三年（嘉慶二十一、1816）十二月朔日夜に長崎に入港してきた。船主は在留船主
の沈萬珍と財福の汪介春である2）。この子八番船は『割符留帳』によれば、文化十四年四月二十八日に信
牌を受けて帰帆している3）。子十番船は文化十三年十二月十四日夜に長崎に入港し、船主は在留船主の譚
竹菴、脇船主の錢守和であった4）。子十番船は文化十四年四月二十八日に信牌を受け帰帆した5）。
　この両記録から、 5名の安南難民が、文化十四年四月二十八日に帰国したのは明かである。彼等は文
化十二年八月十三日（1815年 9 月15日）に屋久島に漂着してから、十四年四月二十八日（1817年 6 月12
日）に帰帆するまで 1年 9箇月の間も日本に滞在していたことになる。
3 　安南難民の中国への護送
　文化十四年四月二十八日に長崎から中国に送られた 5名の安南人はその後どのようになったのであろ
うか。文化十四年四月二十八日は清の干支と同一であるので、嘉慶二十二年四月二十八日のことである。
すなわち彼等は同日に長崎から帰帆した。
　長崎から帰帆した中国船の事情が、次の嘉慶二十二年七月二十三日付の浙江巡撫楊頀の奏摺に見え
る。
浙江巡撫楊頀跪奏、爲安南國遭風難夷、附搭銅船隻進口、循照成案、送至廣東省、府便轉送回國恭
摺、奏聞事。竊據嘉興府海防同知周鎬・平湖縣知縣李宗傳會詳稱、嘉慶二十二年五月二十八日、據
官民二局辦銅行商沈蓉塘・譚仔才禀稱、竊商等銅船倶於上年十一月、由乍浦出口、十二月間、前抵
日本國、該國人、先於嘉慶二十年秋間、撈救安南遭風難夷五人在岸、日本素與安南不通商販、安南
 2） 大庭脩編著『唐船進港回棹録　島原本唐人風説書　割符留帳―近世日中交渉史料集―』関西大学東西学術研究
所資料集刊 9、関西大学東西学術研究所、1974年 3 月、155頁。以下『割符留帳』と略称する。
 3） 大庭脩編著『割符留帳』156頁。
 4） 大庭脩編著『割符留帳』147頁。
 5） 大庭脩編著『割符留帳』156頁。
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係天朝属國欲交商等6）。
とあるように、嘉慶二十二年五月二十八日に日本貿易に従事する官局、民局の沈蓉塘・譚仔才が、嘉慶
二十一年十一月に乍浦から出港して十二月に長崎に至り、日本の漂着していた安南国の 5名の難民を連
れ還ったことを述べている。それは日本と安南との通商関係が無いため中国に彼等の送還を依頼したた
めであった。同奏摺には難民の事情が次のように見られる。この中に見える行商の沈蓉塘と譚仔才であ
るが、日本側の記録と照合すると、沈蓉塘が子八番船主の沈萬珍のことで、譚仔才が子十番船主の譚竹
菴であったことは明かであろう。
銅船携回、轉送當因、言語不通、未能確知來歴、不敢冒昧帯歸、此次幸有水手陳城弟係福建人、前
曽駕船、漂風安南、在彼修理船隻、年餘稍通安南語音、査問姓名、始知係安南兵丁、遭風漂至日本
別島、該難夷随身、共有該國印照八紙、腰刀二把、番銀四條、安南鉛錢六百文、經倭人送至商等銅
船、商等随時、置給衣履、妥爲収養、至四月杪、辦銅回棹、范三錫船内、附搭難夷范惟納・鄧廷合
二名、金永茂船内、附搭難夷良善伯、范文敬・呉文平三名、現於二十一・二十七等日、先後回抵乍
浦7）。
　言語が通じない安南の難民であったが、幸いに福建人の水手で安南に漂流して帰国した陳城弟が安南
の言語に通じたため彼の通訳で、難民の様子が判明した。日本側の記録では安南語が判ったのは蔡睷使
と言う人物であったが、この奏摺では別人である。安南語がわかる人物は、他にもいたのであろう。
　 5名の難民は、安南の兵士で彼等は日本の屋久島に漂着した時、安南国の印照や腰刀そして銀や鉛錢
を所持していたが、日本からの帰帆に持ち帰ってきた。彼等は四月に日本から帰帆するときに、范惟納
と鄧廷合の二名が范三錫船に、良善伯と范文敬と呉文平の三名が金永茂船に搭乗し、五月二十一日と二
十七日に乍浦に到着したのであった。
　そしてこの記述から范三錫船が子八番船で金永茂船が子十番船であったことは確実であろう。この
内、金永茂船は文化四、五年（嘉慶十二、十三）年頃から文政初年（嘉慶二十三、1818）頃まで長崎に
来航していたことが知られる中国商船であり、日本では永茂船として知られていた8）。
　救助された安南難民の范惟納、鄧廷合、良善伯、范文敬、呉文平の 5名であるが、日本の記録にでは、
拜、寶、敬、平、良の一字名しか見られない。しかし中国での取調において漢字名の姓名が判る。この
姓名から判断して拜が范惟納で、寶が鄧廷合、良が良善伯、敬が范文敬、平が呉文平であったと思われ
る。
　さらに同奏摺は、安南難民のその後の取調について記している。
將該難夷等、䤱交牙人安頓、粘同夷照禀、經該丞等、照例撫恤一面會同、譯訊詳報等情、當經批司、
檢査成案、議詳核辦去後、茲據該丞等、將該難夷范惟納等、委員解省、飭委杭州府知府呉廷傳、同
粗暁安南語音之水手陳城弟、訊明來由、詳經藩司瑞麟査明、辦過成案、詳情核奏前來。臣査核該難
 6） 中国第一歴史档案館蔵、䉮批奏摺、外交類、 4 ‒309‒15文書。
 7） 中国第一歴史档案館蔵、䉮批奏摺、外交類、 4 ‒309‒15文書。
 8） 松浦章『清代海外貿易史の研究』朋友書店、2002年 1 月、291～292頁。松浦章『文化十二年豆州漂着南京永茂船資
料―江戸時代漂着唐船資料集九―』関西大学出版部、2011年 2 月、357頁。
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夷范惟納等五名、既據藩司飭府譯訊供情、倶係安南兵丁因換班、遭風漂至日本、經該國人撈救上岸、
托交銅商船隻、帯送進口。核與嘉慶八年四月間、平湖縣辦銅商船、帯回安南國難夷安多䏆一名、解
省詢明、委員伴走、至廣東省、附便轉送回國成案、相符除備移造冊、將該難夷范惟納等五名、同腰
刀等物、委員咨送廣東督撫、臣再行傳同通事、譯訊確供、附搭便船、轉送回國、并咨明禮部外、所
有辦銅船隻、附帯安南國遭風難夷、進轉送回國縁由、理合恭摺、奏聞、伏乞皇上睿䦥、謹奏。
䉮批「知道了」
嘉慶二十二年七月二十三日9）
　安南難民はその後、商人等の保護を受け、杭州府知府呉廷傳が安南語に通じている水手陳城弟の通訳
によって、漂流の経緯を調べられ、彼等は安南の兵士で日本に漂着して救助されたのであった事情を述
べた。そこで彼等の処置であるが、嘉慶八年（1803）に同様に日本に漂着して、今回のように乍浦に送
られて来た 1名の安南難民を廣東省に送還した事例があることから同様な方法で送還することが考えら
れたのである。
　その後、三箇月後に 5名の安南難民の状況が判明する奏摺が残されている。それは嘉慶二十二年十月
十三日付の兼署兩廣総督廣東巡撫臣陳若霖の奏摺である。
兼署兩廣総督廣東巡撫臣陳若霖跪奏、爲接准浙省解到越南國遭風難兵、循照成案、護送回國恭摺、
奏聞事。竊照前督臣蔣攸銛接准浙江撫臣楊頀咨會、平湖縣銅商沈蓉塘等、自日本國、採辦洋銅回浙、
携帯遭風越南難兵范維納・鄧廷合・良善伯・范文敬・呉文平五名、訊據供稱、係越南兵丁、因換班、
遭風漂至日本國、撈救上岸、托交銅商船隻、帯送進口10）。
とあり、浙江省から送られて来た安南難民はここでは越南難民として記されている。『清史稿』巻五百二
十七、列伝三百十四、属国二、越南によれば、「越南先稱安南」11）とあるように越南の前の呼称が安南で
あった。嘉慶八年（1803）に「改安南爲越南国」12）とあるように、安南の呼称を越南に改称したのであっ
た。一般には安南が周知されていたと言える。ところが安南・越南に比較的近い廣東では、その変更が
認識されていたと言える。
援照嘉慶八年、該國難人安多䏆由粤、轉送回國成案、奏明解交廣東、訊明辦理、旋據浙省將該難兵
等、解送到粤、經前督臣蔣攸銛轉行、査訊去後、茲據藩䠏兩司詳稱、轉據廣州府知府高廷瑤、理事
同知富倫、傳到通事、喚集該難兵范維納等、訊明倶係越南國人、充當該國嘉定城後軍兵丁、嘉慶十
七年八月、撥往農耐左軍當差、二十年四月、更班回國、共官兵五十名、内官兵四十三名、坐駕大船
一隻、該難兵等同范文錦・阮文丸七人、坐駕三板一隻、是月十七日、在農耐一齋放洋、猝洋遇暴風、
將該難兵等坐駕三板漂散、八月十三日、飄至日本國洋面。又遭風將船打爛、范文錦・阮文丸都被水
淹斃、不知漂没何處、該難兵等、經日本國官員、撈救詢明、給予口糧居住。二十二年四月二十八日、
附搭辦銅商人沈蓉塘・譚子才船隻、由浙江進口、委員護送、來越核與、在浙省、所供無異13）。
 9） 中国第一歴史档案館蔵、䉮批奏摺、外交類、 4 ‒309‒15文書。
10） 中国第一歴史档案館蔵、䉮批奏摺、外交類、 4 ‒309‒16文書。
11） 『清史稿』第48冊、中華書局、1977年 8 月、14627頁。
12） 『清史稿』第48冊、14643頁。
13）  中国第一歴史档案館蔵、䉮批奏摺、外交類、 4 ‒309‒16文書。
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　廣東省において難民等は再度の調査を受けた。彼等の事情がさらに詳しく判明している。范維納等は
越南國の人であって、越南国の嘉定城の後軍の兵丁であった。嘉慶十七年（1812）八月に農耐左軍に派
遣され、二十年（1815）四月に官兵50名と共に戻ることになり、官兵43名は、大型船一隻に乗船し、范
文錦や阮文丸等の 7人は三板船一隻に乗船して、四月十七日に農耐から共に出港するが、海上において
暴風に遭遇し漂流することになり、八月十三日に日本に漂着したのであった。漂流中に范文錦と阮文丸
の 2人は漂没してしまったのであった。残った 5名は、日本で救助され食料などが与えられたのであっ
た。
　日本へ漂着した以外の官兵はどのようになったかについて、越南の記録である『大南寔録正編』第一
紀、巻五十一、嘉隆十四年十一月の条に、
清人送風難該隊阮文緡及兵丁五十人還、文緡運嘉定材木、遭風泊于清崖州。清総督使通、言劉嘉樞
送之歸、既抵京。帝召見、問以崖州民物、賜嘉樞銀二十兩、遣還14）。
とある。越南の嘉隆十四年は清の嘉慶二十年（1815年）であり、兵丁50人が嘉定から木材を輸送する業
務に従事していた。彼等は遭難して清の領域の崖州すなわち海南島の最南端に漂着したのである。そし
て清政府の援助により彼等が帰還したとある。上記の陳若霖の奏摺に見られる嘉定城後軍兵丁50名のこ
とと考えられる。そうすると、日本へ漂流した 5名以外の人々は海南島に漂着していたことになる。
　兼署兩廣総督廣東巡撫臣陳若霖の奏摺には続いて次のようにある。
惟嘉慶八年成案、該國難人安多䏆一名、自浙省解到越東奏明、俟有該國便船、附搭回國在案、今該
難兵范維納等、於委員訊供之時均稱、不願再渉風濤、懇由陸路轉送回國等情。臣査嘉慶二十年間、
有越南國難人阮有度等、被風漂至粤洋面、香山縣解省、委員押護、至廣西蒼梧縣、轉逓至鎭南關、
出口在案。該難兵范維納等、現經訊明、不願放洋回國、自難援照安多䏆成案、辦理應請、即照阮有
度等成案、由陸路護送出口、以示聖朝懐柔遠人至意、所有該難兵等、腰刀銀錢等物、照數點給携帯、
飭委候補縣丞李淳、護送至廣西蒼梧縣交替、另由廣西梧州太平二府一體、選派妥員、接逓至鎭南關、
交該國諒山鎭目、點収回國、沿途支給口糧、照例造冊報銷、仍俟歳底彙案、具題。除檄飭廣西梧州・
太平二府選派妥員接逓弁、咨廣西巡撫臣、一體檄飭遵照、及咨明禮部閩浙督撫、臣査照外、臣謹恭
摺具奏。伏乞皇上睿䦥、謹奏。
䉮批「知道了」
嘉慶二十二年十月十三日15）
　廣東省で調査を受けた越南難民范維納は本国への帰還に際して、船舶による帰還を強く拒否した。彼
等は長く小型船舶で遭難したことからやむを得ない感情であったろう。その気持ちを考慮した清官府は
陸路による送還を考え、廣西省の東南部の梧州の蒼梧縣に送られ、その後、最西部の太平州に送り、中
越国境の鎭南関から越南国に帰還するものであった。
14） 許文堂・謝奇懿編『大南實録清越關係史料彙編』中央研究院東南亞區域研究計劃、2000年11月、50頁。
15） 中国第一歴史档案館蔵、䉮批奏摺、外交類、 4 ‒309‒16文書。
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4 　小　結
　上述のように、嘉慶二十年（1815）、日本の文化十二年に屋久島に漂着した安南難民は、越南国の兵士
であった。彼等の公務が終わり、都城に戻る際に小型船舶に 7名で乗船した。しかし途中で海難に遭遇
し四箇月近く漂流し、漂着した地が日本の屋久島であった。彼等は異国人と言うことで日本の国法によ
って、屋久島から長崎に送られ、長崎で取調を受けたところ、彼等が安南人であることが判明したので
ある。その後、長崎奉行所が彼等の帰国方法を決定するまで 1年 8箇月にわたった。この間、彼等は長
崎の唐人屋敷の中の綱小屋において保護を受け、長崎に到着から一年余の後に、長崎から中国の乍浦に
戻る商船范三錫、金永茂船に分散し乗船して乍浦まで送られたのであった。
　その後さらに難民は乍浦から廣州へと送られた。廣州から越南国までの送還方法が問題になったが、
彼等の希望で陸路廣西省を通り送り帰されたのである。
　日本と安南・越南との間には国交はなく、しかも通商関係も無かった。このような国同士の難民がど
のようにして難民送還が成立できた最大の要因が、中国商船の広域通商網によったためである。このよ
うな例は、越南人の例に止まらない。呂宋へ漂着した日本人が中国帆船の広域通商網の貢献によって帰
国できた事例が存在する。呂宋の宿霧島に漂着した日本人が、宿霧島に交易に赴いた福建省の海澄縣の
商船によって福建まで運ばれ、さらに福建から乍浦に送られ、乍浦から長崎に赴く中国商船に搭乗して
明和四年（乾隆三十二、1767）に帰国したのであった16）。この場合も中国商船の広域通商網の恩恵を受け
たと言える。
　このように、17‒19世紀の東アジアの海域交流を考える際には中国帆船の存在を無視しては語れない
のである。北は渤海から南は南海まで広範囲に航行した中国帆船17）は、貿易業務のみならず人間の移動
にも大いに貢献し、移民を促進する重要な輸送機関となった18）のみならず、人命救助という救済事業に
も大いに貢献したのであった。
【附記】
　本稿は、2011年 8 月 5 ‒ 6 日に中国・蘇州大学で開催された “近代中国的社会保障与区域社会” ―第四
届中国近代社会史国际学术研讨会において報告した原稿をもとにまとめたものである。
16） 松浦章『清代海外貿易史の研究』朋友書店、2002年 1 月、638頁。
17） 松浦章『清代帆船東亞航運與中国海商海盗研究』上海辞書出版社、2009年 3 月、11～24頁。
18） 松浦章『清代海外貿易史の研究』636～646頁。

